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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期

第２四半期
連結累計期間

第74期
第２四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年９月30日

自　2019年４月１日
至　2019年９月30日

自　2018年４月１日
至　2019年３月31日

売上高 (百万円) 62,083 72,225 129,104

経常利益 (百万円) 11,982 11,351 23,454

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益

(百万円) 8,670 8,685 16,855

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 9,005 6,875 14,323

純資産額 (百万円) 158,589 166,215 161,624

総資産額 (百万円) 195,086 195,296 194,366

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 94.92 95.08 184.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 90.01 90.10 174.98

自己資本比率 (％) 81.2 85.0 83.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 675 9,459 4,186

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △23,640 △5,321 △28,458

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,828 △2,284 △4,111

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 34,857 32,188 30,852

 

回次
第73期

第２四半期
連結会計期間

第74期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年７月１日
至　2018年９月30日

自　2019年７月１日
至　2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 47.51 50.71

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．前第２四半期連結会計期間において行われた企業結合に係る暫定的な会計処理が前第３四半期連結会計期間

に確定しており、前第２四半期連結累計期間及び前第２四半期連結会計期間の関連する主要な経営指標等に

ついては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の金額に

よっております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変

更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出の低迷を背景に景気に足踏み感が見られました。世界経

済は、欧州では堅調な個人消費が景気を下支えした一方、中国では米中貿易摩擦の激化等により景気の減速感が強

まり、北米においては個人消費は堅調に推移したものの米中貿易摩擦の激化を受け企業の設備投資は伸び悩みまし

た。

このような環境のなかで、当グループは、『お客様に感動を！』のコーポレートスローガンのもと、ロボット技

術を軸に時代を捉え未来を切り拓いていくことを成長戦略の基本とし、変革にチャレンジしてまいりました。主力

の電子部品実装ロボットや工作機械の分野でこれまで培ってきた自動化技術をさらに醸成させた独創的な製品の開

発に取り組み、電子部品実装工程の全自動化を目指し世界初の自動部品補給システムを搭載したハイエンドモデル

ＮＸＴＲを発表しました。また、グループ会社間の連携による国内外の販売・技術サポート体制の強化やトータル

ソリューションの推進、顧客満足度の向上により、継続的なマーケットシェアの拡大に努めるとともに、ＩｏＴを

活用したより効率的で無駄のない生産環境の整備と充実を進め、収益性の向上を目指してまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は72,225百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比

べて10,141百万円（16.3％）増加しました。これは主に、既存のロボットソリューション事業において売上を伸ば

したことに加え、2018年９月30日をみなし取得日としてファスフォードテクノロジ株式会社を連結の範囲に含めた

影響によるものです。一方、価格競争の激化による売価下落等により、営業利益は11,230百万円と、前第２四半期

連結累計期間に比べて304百万円（2.6％）減少し、経常利益は11,351百万円と、前第２四半期連結累計期間に比べ

て630百万円（5.3％）減少しました。また、特別利益として投資有価証券売却益を計上した結果、親会社株主に帰

属する四半期純利益は8,685百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比べて15百万円（0.2％）増加しました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

ロボットソリューション

スマートフォン、次世代通信規格５Ｇ関連向け設備が堅調に推移したため、主に中国市場向け売上が伸張した一

方、日本国内及び北米市場においては世界経済の先行き不透明感から設備投資に対し慎重な姿勢が見られました。

この結果、売上高は64,963百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比べて10,646百万円（19.6％）増加しまし

た。一方、価格競争の激化等により、営業利益は12,594百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比べて509百

万円（3.9％）減少しました。

 

マシンツール

日本国内では売上を伸ばしたものの、北米市場での設備投資が軟調に転じたため、売上高は6,337百万円とな

り、前第２四半期連結累計期間と比べて164百万円（2.5％）減少しました。また、新工場棟建設に伴う減価償却費

等の固定費増加により、営業利益は133百万円となり、前第２四半期連結累計期間と比べて255百万円（65.7％）減

少しました。

 

その他

制御機器製造、電子機器製造、画像処理開発等のその他事業の売上高は924百万円となり、前第２四半期連結累

計期間と比べて340百万円（26.9％）減少し、営業損益は53百万円の損失（前年同四半期：営業利益2百万円）とな

りました。
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(2) 財政状態の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は120,589百万円となり、前連結会計年度末から2,060百万円増

加しました。これは主に未収消費税等（流動資産のその他に含みます）が2,867百万円、たな卸資産が2,085百万

円減少した一方、受取手形及び売掛金が7,014百万円増加したことによるものであります。固定資産は74,706百万

円となり、前連結会計年度末と比べ1,130百万円減少しました。これは主に株式売却等により投資有価証券が893

百万円減少したことによるものであります。

この結果、資産合計は、195,296百万円となり、前連結会計年度末から929百万円増加しました。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は19,652百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,511百万円減

少しました。これは主に設備関係未払金及び設備関係支払手形（いずれも流動負債のその他に含みます）が3,176

百万円減少したことによるものであります。固定負債は9,428百万円となり、前連結会計年度末と比べ150百万円

減少しました。

この結果、負債合計は、29,080百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,662百万円減少しました。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は166,215百万円となり、前連結会計年度末から4,591百万円

増加しました。これは主に配当金の支払により利益剰余金が2,283百万円、円高により為替換算調整勘定が1,021

百万円、株式売却等によりその他有価証券評価差額金が866百万円、それぞれ減少した一方、親会社株主に帰属す

る四半期純利益により利益剰余金が8,685百万円増加したことによるものであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比べて1,335百万円増

加し32,188百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは9,459百万円の収入（前年同四半期：675百万円の収入）となりました。こ

れは主に、税金等調整前四半期純利益や減価償却費等のプラス要因が売上債権の増加等のマイナス要因を上回った

ことによるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは5,321百万円の支出（前年同四半期：23,640百万円の支出）となりまし

た。これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは2,284百万円の支出（前年同四半期：1,828百万円の支出）となりました。

これは主に配当金の支払額によるものであります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、4,245百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 390,000,000

計 390,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在

発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 97,823,748 97,823,748
東京証券取引所
名古屋証券取引所
(各市場第一部)

単元株式数 100株

計 97,823,748 97,823,748 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年７月１日～
2019年９月30日

－ 97,823 － 5,878 － 5,413
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
（自己株式を
除く。）の総
数に対する所
有株式数の割

合(％)

大同生命保険株式会社
常任代理人　日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 6,684 7.31

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 4,903 5.36

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 4,272 4.67

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 3,821 4.18

ＦＵＪＩ取引先持株会 愛知県知立市山町茶碓山19番地 2,920 3.19

ＮＯＲＴＨＥＲＮ　ＴＲＵＳＴ　ＣＯ．
（ＡＶＦＣ）　ＲＥ　ＩＥＤＵ　
ＵＣＩＴＳ　ＣＬＩＥＮＴＳ　ＮＯＮ　
ＬＥＮＤＩＮＧ　15　ＰＣＴ　
ＴＲＥＡＴＹ　ＡＣＣＯＵＮＴ
常任代理人　香港上海銀行東京支店

東京都中央区日本橋３丁目11番１号 1,913 2.09

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口９)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,735 1.89

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社
(信託口５)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,660 1.81

株式会社名古屋銀行 名古屋市中区錦３丁目19番17号 1,554 1.70

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
常任代理人　日本マスタートラスト信託銀行
株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,483 1.62

計 － 30,948 33.88

（注）１．所有株式数は、千株未満の端数を切り捨てて表示しております。発行済株式（自己株式を除く。）の総数に

対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

２．上記のほか、自己株式が6,479千株あります。
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３．2018年４月16日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書にかかる変更報告書において、株式会社三菱

ＵＦＪ銀行及びその共同保有者2社が2018年４月９日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載さ

れているものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんの

で、上記大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 4,341 4.44

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号 2,835 2.90

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 東京都千代田区有楽町一丁目12番１号 455 0.47

計 － 7,632 7.80

 
 

４．2019年７月３日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書にかかる変更報告書において、野村證券株式

会社及びその共同保有者2社が2019年６月28日現在でそれぞれ以下の株式を所有している旨が記載されてい

るものの、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記

大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 4,471 4.37

ノムラ　インターナショナル　
ピーエルシー（ＮＯＭＵＲＡ　
ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　
ＰＬＣ）

1 Angel Lane, London EC4R 3AB,
United Kingdom

83 0.08

野村アセットマネジメント
株式会社

東京都中央区日本橋一丁目12番１号 2,641 2.70

計 － 7,196 6.74
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 6,479,000 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 91,286,000 912,860 －

単元未満株式 普通株式 58,748 － －

発行済株式総数  97,823,748 － －

総株主の議決権  － 912,860 －

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ＦＵＪＩ 愛知県知立市山町茶碓山19番地 6,479,000 － 6,479,000 6.62

計 － 6,479,000 － 6,479,000 6.62

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 30,755 32,132

受取手形及び売掛金 ※ 35,256 42,271

有価証券 6,711 5,412

商品及び製品 9,502 9,722

仕掛品 21,378 19,444

原材料及び貯蔵品 8,840 8,469

その他 6,117 3,164

貸倒引当金 △34 △26

流動資産合計 118,528 120,589

固定資産   

有形固定資産 25,128 25,068

無形固定資産   

のれん 13,796 13,320

その他 11,696 11,801

無形固定資産合計 25,492 25,121

投資その他の資産   

投資有価証券 24,030 23,137

その他 1,186 1,379

投資その他の資産合計 25,216 24,517

固定資産合計 75,837 74,706

資産合計 194,366 195,296

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,273 8,292

未払法人税等 3,418 2,875

製品保証引当金 1,073 1,081

その他 ※ 11,398 7,401

流動負債合計 23,164 19,652

固定負債   

社債 7,234 7,230

退職給付に係る負債 577 199

その他 1,766 1,997

固定負債合計 9,578 9,428

負債合計 32,742 29,080

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,878 5,878

資本剰余金 5,924 5,924

利益剰余金 146,928 153,330

自己株式 △7,781 △7,781

株主資本合計 150,951 157,352

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 8,867 8,001

繰延ヘッジ損益 11 8

為替換算調整勘定 1,721 700

退職給付に係る調整累計額 △117 △58

その他の包括利益累計額合計 10,482 8,651

非支配株主持分 190 211

純資産合計 161,624 166,215

負債純資産合計 194,366 195,296
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 62,083 72,225

売上原価 36,606 45,389

売上総利益 25,477 26,835

販売費及び一般管理費 ※ 13,942 ※ 15,605

営業利益 11,535 11,230

営業外収益   

受取利息 134 126

受取配当金 207 248

為替差益 230 －

雑収入 61 80

営業外収益合計 634 455

営業外費用   

支払利息 2 △1

支払手数料 173 3

為替差損 － 327

雑支出 12 4

営業外費用合計 188 334

経常利益 11,982 11,351

特別利益   

固定資産処分益 21 11

投資有価証券売却益 － 728

特別利益合計 21 739

特別損失   

固定資産処分損 43 106

特別損失合計 43 106

税金等調整前四半期純利益 11,959 11,985

法人税、住民税及び事業税 3,381 2,978

法人税等調整額 △104 295

法人税等合計 3,276 3,273

四半期純利益 8,683 8,711

非支配株主に帰属する四半期純利益 12 25

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,670 8,685
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 8,683 8,711

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △781 △866

繰延ヘッジ損益 － △2

為替換算調整勘定 1,086 △1,025

退職給付に係る調整額 17 58

その他の包括利益合計 321 △1,836

四半期包括利益 9,005 6,875

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 9,027 6,854

非支配株主に係る四半期包括利益 △22 21
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 11,959 11,985

減価償却費 2,765 3,319

のれん償却額 － 475

退職給付に係る資産負債の増減額 △243 △364

受取利息及び受取配当金 △341 △374

支払利息 2 △1

固定資産処分損益（△は益） 22 95

投資有価証券売却損益（△は益） － △728

売上債権の増減額（△は増加） △4,730 △7,259

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,588 1,613

仕入債務の増減額（△は減少） △61 1,334

未収消費税等の増減額（△は増加） 1,312 2,814

その他 453 △353

小計 5,550 12,555

利息及び配当金の受取額 342 380

利息の支払額 △6 △2

法人税等の支払額 △5,211 △3,474

営業活動によるキャッシュ・フロー 675 9,459

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 1,200 1,400

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,130 △7,114

有形及び無形固定資産の売却による収入 36 66

投資有価証券の取得による支出 △16 △389

投資有価証券の売却による収入 0 778

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△21,716 －

定期預金の預入による支出 △36 △41

定期預金の払戻による収入 30 －

その他 △8 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,640 △5,321

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △1,827 △2,282

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,828 △2,284

現金及び現金同等物に係る換算差額 726 △516

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △24,066 1,335

現金及び現金同等物の期首残高 58,923 30,852

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 34,857 ※ 32,188
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につきましては、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、前連結会

計年度末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（2019年９月30日）

受取手形

設備関係支払手形

116百万円

187

－百万円

－

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　　至 2019年９月30日）

従業員給料手当 2,734百万円 2,946百万円

退職給付費用 117 139

研究開発費 3,729 4,245

製品保証引当金繰入額 409 675

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 33,769百万円 32,132百万円

有価証券勘定(譲渡性預金) 1,175 212

預入期間が３か月を超える定期預金 △87 △156

現金及び現金同等物 34,857 32,188
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,826 利益剰余金 20.00 2018年３月31日 2018年６月29日

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2018年11月８日
取締役会

普通株式 2,283 利益剰余金 25.00 2018年９月30日 2018年12月10日

（注）　１株当たり配当額25円00銭には、創立60周年記念配当5円00銭が含まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 2,283 利益剰余金 25.00 2019年３月31日 2019年６月28日

（注）　１株当たり配当額25円00銭には、創立60周年記念配当5円00銭が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年11月８日
取締役会

普通株式 1,826 利益剰余金 20.00 2019年９月30日 2019年12月９日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 
ロボット

ソリューション
マシンツール 計

売上高      

外部顧客への売上高 54,317 6,502 60,819 1,264 62,083

セグメント間の内部売上高

又は振替高
30 1 32 2 34

計 54,348 6,503 60,851 1,266 62,118

セグメント利益又は損失（△） 13,103 388 13,492 2 13,494

（注）　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子機器製造及び画像処

理開発等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 13,492

その他の区分の利益又は損失（△） 2

セグメント間取引消去 2

全社費用（注） △1,961

四半期連結損益計算書の営業利益 11,535

（注）　全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。

 

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

（ロボットソリューション）

前第２四半期連結会計期間に実施したファスフォードテクノロジ株式会社の株式取得について、取得

原価の配分が完了していなかったため、のれんの金額は暫定的に算出された金額でありましたが、前第

３四半期連結会計期間に取得原価の配分が完了し、暫定的な会計処理が確定したため、のれんの金額を

修正しております。

詳細につきましては「注記事項（企業結合等関係）」をご参照ください。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注）
合計

 
ロボット

ソリューション
マシンツール 計

売上高      

外部顧客への売上高 64,963 6,337 71,301 924 72,225

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2 － 2 40 42

計 64,965 6,337 71,303 964 72,268

セグメント利益又は損失（△） 12,594 133 12,727 △53 12,674

（注）　その他の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、制御機器製造、電子機器製造及び画像処

理開発等を含んでおります。

 

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 12,727

その他の区分の利益又は損失（△） △53

セグメント間取引消去 2

全社費用（注） △1,446

四半期連結損益計算書の営業利益 11,230

（注）　全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術研究費であります。

 

（企業結合等関係）

（比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し）

2018年８月31日付で行われたファスフォードテクノロジ株式会社の株式取得について前第２四半期連結会計期

間において暫定的な会計処理を行っておりましたが、取得原価の配分が決定したため、前第３四半期連結会計期

間に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報に

おいて取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されております。

この結果、暫定的に算定されたのれんの金額18,250百万円は、会計処理の確定により3,978百万円減少し、

14,271百万円となっております。のれんの減少は、有形固定資産が63百万円減少し、無形固定資産が5,803百万

円、繰延税金負債が1,761百万円それぞれ増加したことによるものであります。

なお、前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書へ与える影響はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 94.92円 95.08円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 8,670 8,685

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
8,670 8,685

普通株式の期中平均株式数（株） 91,345,688 91,344,924

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 90.01円 90.10円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） △2 △2

（うち支払利息（税額相当額控除後）（百万円）） （△2） （△2）

普通株式増加数（株） 4,951,989 5,026,105

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2019年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 1,826百万円

（ロ）１株当たりの金額 20円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 2019年12月９日

（注）2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月11日

株式会社ＦＵＪＩ

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新　家　德　子

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 齋　藤　英　喜

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＦＵＪ

Ｉの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＦＵＪＩ及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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